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Abstract 
KateChopin1si1Fedorai1hasbeenlargelyreadasthestoryofasonyspinsterwholivesalifeof 
repressedpassionandcontrol,fallsinlovejustonce,buttoolate,withayoungermancalled 
YOungMalthers,andreplacingthatpassionontohissisteEpassionatelykisseshe正Drawingon
Bucher1si1perversereading11ofthestorypublishedin2003，ａｎｄａｌｓｏｒｅｆｂｒｒｉｎｇｔｏｔｈｅｌａｔｅｌ９ｔｈ 
ｃenturyconfUsionoftransvestismwithlesbianism,thispapertriestomakesenseoutofFedora1s 
1ifetishism11fbrMalthers1clothinginviewofthefinallesbiankiss・Thepresentpaperviewsthe
lesbian-transvestitestoryうapoignantcritiqueofheterosexis、,asamirrorstoryoftheunhappy
spinster,steadilybridgedbyonesignifier,Fedora． 
KateChopin（1850-1904）は小説Z7iMw加"j"９（1899）で論じられることが多いが、１５
年程度の長いとは言えない作家生活の中で執筆した小説は2編に過ぎず、他方で短編は90編
を超えていることから考えても、ショパンの最も得意とする形式は短編であり、そこにこそ
ショパンの作家としての技量が表れていると言える。しかし、彼女の短編は未だ十分に研究
されておらず、Tl/iMwaAc伽gと比較するとそのアンバランスさは奇妙とも言えるほどである。
本論で扱うmFedorai1lは、1895年に執筆され、二年後の1897年２月２０日にようやくセントル
イスのdjjerjo"に発表されている。ショパンには珍しく'１LaTbur1'というペンネームを用いて
いるが、それは物語の最後に女同士のキスを描くためなのか、あるいは別の理由があったの
かは分からない2．本論はレズビアニズム、トランスベスティズムの視点からこの作品を解
釈しようと試みるものであるが、そのためにはショパンの時代においてこういった概念にど
のような社会的意義が付されていたのかを考える必要があるため、作品を論じる前に概観し
ておきたい。
ショパンの生きた19世紀アメリカ社会においては、現在に生きる私たちにはレズビアン
だと思われるほどに強く、激しい感情を見せる女同士の友`情というものがあったことは、
Smith-Rosenbergが明らかにしている。興味深いのは、女たちはお互いに書き送った「ラブレ
ター」を夫や娘、友人たちにも隠すことなく見せており、周りの人々も女同士のこのような
関係を「不自然だ」とはしなかったということである。こうした女たちの「ロマンティック
な友情」を、竹村和子は「核家族化する資本主義社会のなかで、一夫一婦制の結婚制度と何
ら矛盾することなく、むしろそれを補完する形で維持された『制度』」と捉え、そこにある
「女の絆の転覆力」（12）を指摘している。そしておそらく、そういった力を包含してい
たがゆえに、次第に抑圧されていくことになる。渡辺和子は「ロマンティックな友!清」は、
同`性愛が病理として認識されるようになるにつれ、1880年代になって「社会的な批判に曝
されはじめ～異常、逸脱、変態《倒錯」（97）とみなされるようになり、現実世界で失わ
れたものを惜しむように、1870～90年代に地方色小説のジャンルに取り込まれる形で文学
の主題になっていくとしている。Smith-Rosenbergもまた、1880～90年代を、男のセクソロ
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ジストや心理学者が女のお互いに対する愛を公に攻撃し始めた時期とし（40）、それは第
一次世界大戦前後の政治家や医師、教育者などが一丸となったレズビアン攻撃へと発展し、
教育機関であれ政治的団体であれ、女だけの組織が「不自然な」性衝動を生み出す場として
糾弾されるようになったとしている（34-35）。1889年に作家デビューを果たしたショパ
ンは、まさにこの時期に執筆活動に従事していたことになる。
渡辺が「ロマンティックな友,盾」がその「住処」を移したという地方小説というジャンル
には、ケイト・ショパンも含まれている。渡辺の取り上げたSarahOmeJewettやMaryWilkins
とは異なり、ショパンには実際の生活の中でパートナーとする女性があったわけではない。
しかし、彼女の伝記を見ると、その人生はかなり女同士の関係を中心としたものであったこ
とが分かる。５歳で父親を列車事故で亡くし、母、祖母、曾祖母という女ばかりの家庭に育
ち、フランス語や音楽を曾祖母から教えられている。送られた学校もセントルイスの修道女
によるAcademyoftheSacredHeartである。２０歳で結婚し、６人の子どもを生むが、夫の死亡
により結婚生活は12年のみで、再婚はせず、２年後には母親の住むセントルイスに戻ってい
る3．日記に「テクニックや構成の良さを研究するなら、ミス・ジュエットに勝る人はない…
メアリ．Ｅ・ウィルキンスは偉大な天才だ。天才なのだから研究には値しない」（Seyersted
＆Ｔｏｔｈ９０）と書くほど、この二作家を評価しており、ショパン自身の作品を見ても、結婚
制度、その中で女に課せられる役割や性の抑圧を批判的に扱うものが多い。「ロマンティッ
クな友`情」あるいは「レズビアン」という名称はさておき、女の生／性に向き合うショパン
がレズビアニズムもその視野に入れていたことは十分に考えられるだろう。
｢フイドーラ」は3ページに満たない短い作品なので、その筋を最初に説明しておく。
30歳で独身、背が高く、痩せていて、眼鏡をかけ、厳しい顔をした女、フイドーラは、
高い理想を持っているがゆえに、これまで寄って来た男たちは自分の基準に満たないとし
てきた。また、弟や妹を始めとした他の若者たちには興味がなく、距離を置いている。不
在の母親の代わりに、彼らとその友人たちの世話をし、楽しい時間が過ごせるよう腐心し
ているが、彼女自身は決してその中に入ることはない。しかし、ある日、まだ15歳の少
年だった頃に会ったことのある若者マルターズが、８年経った今、すっかり成長した男に
なっていることに気づき、以来彼のことが気になって仕方なくなる。姿が見えなくても落
ち着かず、側に来られてもまた落ち着かない。人気のない時をみはからって、彼の帽子に
触れ、コートに顔をうずめる。そこへマルターズの妹（あるいは姉4）が訪ねて来ること
になり、弟や妹には馬は操ることができないとして、駅までフイドーラが迎えに行く。フ
ィドーラは、電車から降りて来た兄によく似たミス・マルターズを荷馬車に乗せ、腕を回
して唇に長く、貫くようなキスをする。そしてまた手綱を取り、まつすぐに前を見つめた
まま、馬車を走らせる。
おそらくこの作品の簡潔さのためであろうが、先行研究の論点は非常に似通ったものにな
っており、フイドーラの人物像、マルターズに対する感情とそれに伴う行動、マルターズの
妹に対するキス、そしてその後のフイドーラの態度の意味の4点が論じられている。
JoyceDyerは、フィドーラを「理性と分別によって制御された、静かで、秩序立った人生」
（261）を送っており、彼女に権威をもたらす「母親役」を喜んで演じ、他者との関係はこ
ういった位置から築く人物だが、恋愛の対象としての男は「時間の無駄」であると考える「冷
たい」（262）ス筐ブス参一として捉える。少年だと思っていたマルターズが男になってい
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ることの認識によって、彼女の内面はかき乱され、混乱するが、「社会的非難」５を恐れる
がゆえに、マルターズの衣類へのフェテイシズムとなって表現されるという（262）。マル
ターズの妹にキスをするという行動は欲望の置き換えでしかないが、フイドーラは彼女を「子
ども」（mFedora''469）と呼ぶことで、再び自分を「母親役」という位置に置き、その地位
からキスをすることで自分の行為を正当化し、それにより欲望を昇華させているとする6．
Dyerはまた、フイドーラ曰く弟や妹には操れないという「御しがたい」（mFedorai’467）馬
と、手綱と鞭でそれを制御できるフイドーラというシンボルにも注目しており、馬とフイド
ーラの抑圧された欲望を同視し、馬の耳の問をまつすぐに見つめて荷馬車を走らせる最後の
場面は、彼女が「これからも性的欲望を抑圧し自制し続けるだろう」（264）ことを意味す
るとしている。
ショパンの短編のみを扱った著書の一章で、独立した女登場人物たちが「自立とそれがも
たらす満足感」（111）という目標の達成からいかに阻まれているかを論じるAllenFStein
は、「正当化／昇華」ではなく、フィドーラが突然の誘惑に屈しているにも関わらず、自分
では制御できていると信じ／だまし続ける物語であるとしている。欲望の対象がマルターズ
であるとは限定せず、彼を起点として欲望が呼び覚まされ、妹がその対象となっている可能
'性も残されている点でDyerとは異なる。しかし、フイドーラをスピンスターとする人物像、
欲望の噴出への抵抗、そして事件の後は元の抑圧された生活に戻るという基本的な議論はほ
ぼ同じである。
作品を詳細には分析せず、本や論文の中で簡潔に触れるだけのものを見ても、同様の解釈
がなされていることが分かる。BarbaraCEwellも上記二人と同様に、欲望や感'清の抑圧とそ
の一時的噴出と解釈している。BemardKoloskiは、ショパンがSarahBemhardtの舞台に影響
されて「フイドーラ」やiILilacs1↑（1896）を書いたとし、フイドーラを常に一定のペルソナ
を演じることで自身の経験を周囲の人々から隠す役者だと位置づけているが、内面の葛藤と
表向きの平静という路線は変わっていない。Darwinの雌雄選択という視点から論じるBert
Benderは、フィドーラはマルターズを選択するにはするが、遅すぎた選択はかなうものでは
なく、彼女はせいぜい「威圧するような男'性的態度」（111）をマルターズの妹に対して取
ることしかできないとしている。
つのらせた欲求不満を爆発させてしまったスピンスター。物語中の架空の人物とは言え、
気の毒にもなるほどこぞって酷評されている。しかし、「フィドーラ」を一通り、先頭から
読んでいく限りにおいては、このような解釈にも違和感はない。疑問が生じるのは最後の数
行である。「長く、貫くようなキス」は、相手が「全く喜んではいない」（iIFedora''469）
と説明されるほど性的な含みを感じさせるものである。第一、男に恋をして、その欲望をそ
のまま女に向けることができるのであれば、それはもうヘテロセクシュアルの域を出ている
のではないだろうか。フイドーラのレズビアン性がこうして浮かび上がり、「もう一つの物
語」が込められていることを想定させる。そして、この物語の結論を「レズビアニズム」と
設定すると、４つの論点それぞれが、全く別の様相を持ち始める。
クイアの視点からは、ChristinaGBucherが2003年に論じている。「レズビアン読者は、
一見へテロセクシュアルなテキストの中に、独自の方途を見出していく。ヘテロセクシュア
ルな規定に『抵抗』し、テキスト内のヒントや手がかりから、既存のものに替わる意味を構
築していく」とし7、BonnieZimmermanによる「パバース・リーディング」の手法から「フ
イドーラ」の解釈を試みるものである。
Bucherの解釈では、長身で骨ばつた厳粛な顔つきをしたフイドーラは、弟や妹には手に負
えない馬を操る乗馬の名手となり、「強く、活発で、決然とした女、社会のジェンダー規範
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に抵抗する女」、「ジエンダーの差異の印がつけられた女」となる。マルターズヘの興味と
いう論点についても、この経験をフイドーラの「最初の`性的欲望の経験」と捉え、兄と妹の
両方に向いているという「ある種の流動性、パイセクシュアルな性質」を持っていてもおか
しくないとする。また、マルターズという人物の,性別に関しても、テキストの描写によれば、
「目は青く、真剣で、今は彼女に伝えている些細な問題のため、少し不安げである。顔は日
に焼けて茶色く、滑らかで、強く、堅く、きれいな唇を除いては赤さが全くない」（mFedorai’
468）という容姿をしており、他には背の高さが描写される程度で、Bucherは滑らかさや口
の周りのきれいさは、むしろ髭のなさ、つまり「男らしさよりも両`性具有性」が示唆されて
いると指摘する。つまり、「思考と感`清のすばやく、激しい衝突」（mFedora''468）と表現
されるフイドーラの相反する感情の連続は、DyerやSteinの言うような理,性と感情の衝突では
なく、「女という彼女が本当に求めるものと、男という社会が彼女に求めるよう命じるもの
との葛藤」であり、社会が許容する範囲で少しでも自分が求めるものに近い両性具有のマル
ターズを選択したと解釈することも可能だとしている。
人物の設定後は、フイドーラがマルターズの妹を迎えに行く場面へと切り替わるが、駅へ
向かう道程の自然や農村的風景の描写については、先述のDyerやSteinもかなりの字数を割い
て論じている。Dyerは「自然と自然な衝動が良いもの、正しいものに感じられる」描写であ
るとし、フイドーラは一瞬それに心を開きながらも、「彼女の振る舞い－優雅で、落ち着き、
控えめだった－は、感`情的なものは何も見せていなかった」（mFedorai’468）とするテキス
トの表現を根拠として、すぐに「堅苦しいコントロールを復活させる」（263）としている。
Steinは外界の自然にフイドーラの自然である欲望が呼応しており、落ち着いた外見と「どし
どし歩く」という行為の対比に葛藤を読み込んでいる（129）。しかしSteinが高まりゆくフ
ィドーラの欲望の比職としてあげるハンマーの音は、テキストでは「遠くの方」とされてお
り、情景も「青々として香しい」「黄色い穀物の畑」「沈み行く太陽」（mFedorai'468）な
ど、Steinが読み取ろうとする猛々しさはない。他方Bucherは、この自然風景の描写について
も、全く異なる解釈をしている。兄マルターズに対しては様々な感情が描写されながらも、
フィドーラが行動は起こさなかったことを指摘し、それとは対照的にマルターズの妹に対
しては自らの意思で向かい、テキストの中で唯一の彼女自身の言葉を発するという点を取り
上げ、この自然描写の中で描かれる彼女がいかに自発的で自然であるかを指摘する。
「御しがたい馬」というシンボルについては、Bucherもフィドーラの欲望を表していると
解釈するが、それは「理解せず認めもしない社会によってとりわけ『獣的』、つまり無法で
醜いものとみなされる情熱」であり、レズビアニズムが病理とされていく歴史的背景の中で
は、正当な抑圧と言え、これからも抑圧し続けなければならないのは、そうしなければなら
ない社会的な背景があるからだとする。Bucherは、荷馬車を操るフイドーラの「見たところ
冷静」（'IFedoram469）な様子を、実は冷静ではないという意味に捉えることもできるとし、
彼女の「これから」については様々な可能性をあげつつ、解釈を保留する。
Bucherの解釈は、スピンスター一辺倒の「フィドーラ」解釈に、レズビアン・アイデンテ
ィティの可能性を広げるものであるが、テキストが兄マルターズを「あらゆる意味で男だ」
（i1Fedorai1468）をしているのにも関わらず「両性具有」と解釈する点、そして彼の帽子や
コートに触れるという印象深い行為については言及していないという点で物足りない感が残
る。そこでBucherの論旨に加え、本論ではフイドーラのトランスベステイズム願望の可能性
を指摘したいと思う。実はDyerは注の中で、フィドーラのレズビアニズムと男物の衣類への
フェテイシズムという視点に触れている。しかし、それが直ちに「フイドーラの男になりた
い、男の』性的役割を手に入れたいという欲望」、「フイドーラの鞭へのこだわりは、ヘテロ
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セクシュアルな関係の中で伝統的に男に付されてきた`性的に支配的な地位をほのめかす」（264）
と否定的に展開していくことに対して、Bucherは男の役割を「演じる」ことと女であること
をやめたいということは別だと異議を唱えている。現著者は個人的にはBucherの見解に賛同
するが、「フイドーラ」という作品を解釈するにあたっては、作品が書かれた当時のレズビ
アン観を参照する必要があると考える。
１９世紀のセクソロジーを概観しながら、Smith-Rosenbergは、‘性倒錯研究の初期は専ら男
のホモセクシュアリテイーに集中しており、数少ない女の事例は、いずれもトランスベスタ
イトであったという事実に言及している。当時の指導的セクソロジストKraft-Ebingが1880
年代半ばからレズビアンを研究対象に含め始め、彼はレズビアンを外見には異常が表れてい
ない第一段階、男物の衣類に対して強い好みを示す第二段階、明確に男性役割を装う第三段
階、生殖器以外全て男性化した極度に変性したホモセクシュアリテイーという第四段階に分
けたという（270）。またBucherも指摘しているが、ショパンの伝記作家であるSeyerstedに
よれば、Ｓ""`のＭ〃ｏｒの編集者でショパンに執筆を依頼したことも何度かあるWilliam
MarionReedyは、この雑誌にKraft-EbingやHavelockEllisといったセクソロジストにもスペー
スを割いていた（KtJjedmpj〃102）。ショパンが彼らの考えに触れていたとしたら、それ
に沿ったストーリー構成をしていたとしても不思議ではないだろう。これを前提として、以
下フィドーラのトランスベスタイト願望とレズビアニズムを軸に解釈していきたい。
まずはフイドーラが男というものについて早い時期に形成したという「理想」についてだ
が、彼女自身の意識的な行動ではないにしても、それは元々、結婚の相手を選ぶ基準として
の理想ではなく、自分の立ち居振る舞い、服装などを決めていくためのロールモデルとして
の理想でもあり得る。「これまで寄って来た男たちは自分の基準に満たないとしてきた」と
いうのも、性差という絶対性を装った境界線を越えうる可能性を示唆してくれるような人物
がいなかったということなのかもしれない。そう考えると、マルターズの「男らしさ」に気
づいたという最初の事件は、初めてその可能性をフィドーラに感じさせた瞬間とも捉えられ
る。つまり、Bucherの指摘するマルターズの両`性具有`性と、テキストにある「あらゆる意味
で男だ」という表現の関係は、矛盾ではなく、おとなしさと滑らかな肌、赤い唇一この特徴
は妹と共通である－という「女らしさ」を付されながらも、マルターズは「あらゆる意味で
男」たりえ、フイドーラも同様に侵犯可能な、実は暖昧な境界線を提示したということであ
る。
こういった文脈で読み進めていくと、SteinやDyerがフィドーラの自己制御力が失われつつ
あることの表れであると捉える、「矛盾」だらけの心の動き、つまり、
近くにいれば心が乱されるが、彼女は彼に側にいて欲しかった。彼の姿が見えない時、
声が聞こえない時には、困惑し、落ち着かず、期待して止まなかった。彼が側にいれば、
困惑は倍増した－内面では反感、驚き、歓喜、傲慢さが渦巻き、思考と感情がすばやく、
激しく衝突していた。（mFedoram468）
という部分も、「見る」という行為がフィドーラの主眼であり、自分の「異常性」が露呈さ
れる危険性をはらむ「見られる」という事態は避けたいのだと理解することが可能である。
人目を盗んでマルターズの帽子を触り、コートに顔を埋めるのも、「禁忌」を犯しつつある
ことをフイドーラ自身が認識しているためであると解することができる。
彼の衣類への興味と、彼の妹を迎えに行くという決断が、「同様に説明できない」（i1Fedom'’
469）という言葉で連結され、同じ線上に置かれているところにも注目したい。この時代の
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セクソロジストが、ジェンダーとセクシユアリテイを区別せず、ショパンもそういった見解
に触れていたとすれば、「男」を演じる可能性が、ヘテロセクシュアルのジェンダー役割を
なぞる、「女」を求める行為へと発展していくことも頷ける。３０歳にして、ようやく自分
の「あり方」、ジェンダーパフォーマンスの方向性の糸口を見つけたフイドーラが、開放的
で美しい田園風景を背景としながら、ミス・マルターズを迎えに行き、「長く、貫くような
キス」の後、「馬の耳の問からまつすぐに前を見つめ続けていた｣(WFedora11469）のも、見
いだした方向性への信念と密かな期待に胸を躍らせていることを表しているのかもしれない。
この点については、前述のKoloskiが指摘する、「フィドーラ」とVictorienSardouの戯曲
昆伽、（1882）との関連に戻ってみる必要がある。フイドーラという名前は、Dyerも指摘
しているが、男物の柔らかいフェルトの帽子であり、Ｏ"ﾉﾉ"ｅＥ伽oﾉOgyDjcr/o"岬によれば、
それは「悪名高きクロスドレッサー」SarahBemhardtがフェドラ役を演じる際にこの帽子を
被っていたことに由来しているという。1892年にはアメリカ公演もあったという事実（Koloski
61）、またショパンはフランス系の出身でフランス語も話し、GuydeMaupassantの作品を
翻訳するなど、フランス文学・芸術にも注目していたことを考えれば、ショパンがそれ自体
に「男装」の含みのある、「フイドーラ」という名前を意識的に使った可能性も十分に考え
られる。馬の耳の間、つまり人間ならば帽子を乗せるはずの頭の部分をずっと見つめている
というフィドーラの最後の姿も、こういった文脈の中では、SteinやDyerの指摘する永続的な
抑圧とは、全く異なる意味を帯びているように思えるのである。
Bucherもこの点については注意深く配慮しているが、「フイドーラ」を完全にレズビアン
主人公として、ショパンの時代の文化背景を無視し、他の読みを排除することはできないし、
現著者もそれを意図しているのではない。むしろ注目すべきことは、ヘテロセクシュアル、
ホモセクシュアルの二つの読みが共に成立するということであろう。「説明できない」とい
う言葉を効果的に利用することで、ショパンはフイドーラの心の動きの描写を巧みに暖昧化
し、結論に違和感を持たせることで、欲望を抑圧し続ける悲しいスピンスターであるはずの
フイドーラに、全く異なる鏡物語を創出している。結婚という「幸福」を逃した不幸な女な
のか、あるいは異性愛主義を転覆しかねない大きな力を秘める女なのか－フイドーラという
一つの記号を起点として展開される二重の物語は、逆に考えれば、彼女を架け橋としてしっ
かりとつながっているのである。
注
l最初に出版された時のタイトルは、ⅡTheFallinginLoveofFedoraASketch1iであり、
1991年に出版された短編集AJbcarjo〃αMaJbjceでは'１TheFallmginLoveofFedorai'を採用し
ているが、本論ではSeyerstedのCmP化reJWb胸に従い、引用もここからした。
２Tbthは、ショパンが同じ時期に同雑誌に出版していたエッセイ群と区別するためか、あ
るいはショパンの実際の生活の中で似たような事件があったためではないかとしている（Tbth
l97-98）。
３伝記的情報はTbthのＵ７Ｍﾉﾉ"gKmedmPj"を参照した。
４物語の文脈からは姉か妹かは判断できないが、この論文の中では「妹」としておいた。
また、英語文献からの引用は「フイドーラ」も含め、すべて現著者による翻訳である。
５'isocialdisapprovalmが原語の表記だが、これを感じているとする明記はテキストには見あ
たらず、またDyer自身もその根拠を明らかにしていない。
６Bucherは、DyerがキスをmasociallyacceptablereleasefbrFedora1sPassions1'(263-64)と解釈
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宇津：レズビアニズム、トランスベスティズムーケイト・ショパン「フィドーラ」の鏡物語
していることについて、セクソロジーや心理学の分野でレズビアニズムが病理とされていく
時代にそれはあり得ないと批判しているが、同段落をよく読むとDyerは､proper'relationshiPo1、
iiiproper,thing,,と引用符を用いて論じており、「適切」というのはフイドーラ特有の判断、つ
まり正当化行為であると指摘していることが分かる｡
７Bucherの論文については電子資料のため、引用箇所のページ数は明記できない。
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